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令和３年 ７月 

 

主 催 国立大学法人愛媛大学社会連携推進機構 

 

令和３年度 

愛媛大学 地域創生イノベーター育成プログラム（南予） 

（履修証明プログラム） 

 募集要項 

 
募集期間： 

令和３年７月１９日(月)～令和３年８月２０日(金) 
 
プログラム開講期間： 

令和３年９月１１日(土)～令和４年２月１９日(土) 

 
 



2 
 

１．名称 

(1) プログラムの名称 

「愛媛大学地域創生イノベーター育成プログラム（南予）」 

 

(2) 付与される称号の名称 

「愛媛大学地域創生イノベーター（南予）」 

 

２．プログラムの概要 

(1) 目的 

本プログラムは，①愛媛県及び南予地域を例としてわが国の「地方，地域」の現状や課

題に対する深い理解，②課題解決のためのさまざまな分野からのアプローチ方法の知識理

解と技術修得，③具体的な課題の解決方法を提案するまでのプロセスの経験を通して，わ

が国の国策として強く謳われている「地方創生」に貢献できる人材に必要な知識・素養や

技術を修得することを目的とします。 

プログラムは，ステージⅠ，ステージⅡ，ステージⅢから構成されます。ステージⅠで

は現状と課題を知り，ステージⅡでは課題を解決するためのさまざまな方法と取組例，解

決例を学びます。ステージⅢでは，身近な課題を解決するプロジェクト研究に取り組みま

す。これらによって，地域に関する新たな課題に直面したときも，身に付けた課題解決方

法と課題解決体験によって，その課題を解決に導くことができ，「地域創生イノベーター」

として地域活性化に貢献できる人材をめざします。 

なお，本プログラムは，「輝く個性で 地域を動かし世界とつながる大学」を目指すこと

をビジョンとしている愛媛大学の３つの戦略の１つである「地域産業イノベーションを創

出する機能の強化」を担当する社会連携推進機構が，「ひと・まち・しごと創生」に貢献

できる人材を育成するために，開講するものです。 

 

(2) 開講期間 

令和３年９月～令和４年２月 

 

(3) 開講形式主たる会場 

オンライン開講及び対面開講 

（オンライン受講のための通信料は受講者負担となります。） 

※インターネット環境により自宅等での受講が困難な場合は、愛媛大学地域協働セ

ンター南予での受講が可能です。 

愛媛大学地域協働センター南予（宇和米博物館内） 

〒797-0015 西予市 宇和町卯之町２丁目２４ 

※新型コロナウィルス感染拡大の状況によっては全てのステージでオンライン開

講へ変更となる場合があります。 
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 (4) 開講日・授業時間 

土曜日・日曜日の午前・午後に開講します。 

具体的な開講予定日及び授業時間は，次のとおりです。 

令和３年 ９月１１日(土)，２５日(土) ，１０月９日(土)，３０日(土) 

１１月１４日(日)，２７日(土), １２月１１日(土)，１２日(日)， 

１８日(土) ，令和４年２月１９日(土)   

授業時間は，土曜日・日曜日９:００～１２:２０及び１３:３０～１６:５０です。 

１時限目）９:００～１０:３０，２時限目）１０:５０～１２:２０，３時限目）

１３：３０～１５：００，４時限目）１５：２０～１６：５０です。 

※開講日，授業時間は，担当教員や会場等の事情により変更する場合があります。 

 

(5) プログラムの内容 

プログラムは，ステージⅠ，ステージⅡ，ステージⅢに分かれます。 

月日 内容 
 ステージⅠ：愛媛県及び南予地域の現状と課題を知る 

9/11（土） プログラムの概要と地域創生の考え方（地域協働センター西条と共同開催） 
9/25（土） 四国の現状と課題（地域協働センター西条と共同開催） 
10/9（土） 愛媛県の現状と課題（地域協働センター西条と共同開催） 
10/30（土） 南予地域の身近な課題 その１ 
11/14（日） 南予地域の身近な課題 その２ 
11/27（土） 南予地域の身近な課題 その３ 

 ステージⅡ：課題解決の方法を学ぶ 
12/11（土） 南予地域でのフィールドワーク その１（愛媛大学の授業との連携） 
12/12（日） 南予地域でのフィールドワーク その２（愛媛大学の授業との連携） 
12/18（土） 南予地域でのフィールドワークのまとめ 

 ステージⅢ：身近な課題を解決する 
 ※プロジェクト研究：  

2/19（土） プロジェクト研究発表会 

 

※プロジェト研究は，受講者個々が自身の活動に基づき，本プログラムの学びを

通して，課題発見と解決手法の提示を行うもので，本プログラムの修了要件の

６０時間には含まれません。 

（プログラム総時間数は，プロジェクト研究発表を含めて，６０時間です。） 

※ステージⅡの一部の講義に大学生が一緒に受講します。 
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(6) 実施主体 

実施責任者：愛媛大学社会連携推進機構長 

プログラム運営組織：愛媛大学社会連携推進機構地域協働センター南予 

 

３．修了要件と修了証明 

(1) 修了要件 

本プログラムで開講される授業科目のうち６０時間以上（プロジェクト研究発表

を含む。）を履修し，プロジェクト研究の審査に合格すること。 
 

(2) 修了証明 

修了者には，学長名の「履修証明書」を交付するとともに，「愛媛大学地域創生

イノベーター（南予）」の名称を付与します。 

 

４．募集 

(1) 応募資格 

地域創生に熱意をもっている者で，次の各号のいずれかに該当する者。 

① 地方創生や地域づくり活動を実践・経験している者，または実践しようと考

えている者で，令和３年４月１日時点で２３歳以上の者 

② 大学を卒業した者 

 

(2) 募集人数 

３０人 

 

(3) 募集スケジュール 

令和３年  ７月１９日(月) 募集開始 

 ８月２０日(金) 募集締切 

 ８月２４日(火) 受講者選考・決定 

 ８月２５日(水) 受講手続き開始 

 ９月 ６日(月) 受講手続き締切 

 ９月１１日(土) プログラム開始 

 

(4) 受講料 

３０,０００円（ただし、本年度は１０，０００円とする。） 

※振込手数料は，各自でご負担ください。 

※受講料は，原則，返金いたしません。 
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(5) 提出書類 

① 受講申請書（所定の様式） 

所定の用紙に必要事項を記入したもの（手書きする際は，黒色のボールペンを

使用してください。ダウンロードしたWordファイルへパソコンで打ち込んだも

のを印刷していただいてもかまいません。） 

※申請書様式は下記ＵＲＬからダウンロードできます。 

＜http://ccr.ehime-u.ac.jp/crp/info/jinzai2021/＞ 

 

  ② 証明書 ア）またはイ）のいずれかを提出してください。 

ア） (1)応募資格①に該当する者は，最終学校（短期大学，高専，高等学校，中

等教育学校等）を卒業したことが証明できる書類または職務経歴が証明

できる書類 

イ） (1)応募資格②に該当する者は，大学を卒業したことが証明できる書類 

 

(6) 応募に関する注意事項 

①応募書類の記入にあたっては，各用紙の注意事項をよく読んで誤りのないように正

確に記入してください。 

②応募後は書類の記載内容の変更は認めません。また書類は返却しません。 

③書類の不備や内容に確認の必要がある場合は，電話またはＥメール，郵便にて問い

合わせをすることがあります。 

④応募後に住所等の変更があった場合は，速やかに「応募書類送付先」へ連絡してく

ださい。 

 

(7) 提出の方法 

令和３年８月２０日(金)までに「必着」で郵送してください。封筒の表面の左隅に

「愛媛大学地域創生イノベーター育成プログラム（南予）応募書類在中」と朱書きし

てください。 

 

(8) 提出先・問い合わせ先 

〒790-8577 愛媛県松山市文京町３番 

愛媛大学社会連携支援部地域連携推進室 

「愛媛大学地域創生イノベーター育成プログラム（南予）」係 

電話 ０８９－９２７－８５１２ 

E-mail：rishu@stu.ehime-u.ac.jp 
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５．受講者選考 

(1) 受講者選考の方法 

本プログラムで学ぶために必要な資質を評価・審査する目的で，応募書類により，

受講の可否を決定します。 

 

(2) 受講決定の通知 

令和３年８月２４日(火)に，本人あてに受講の可否を郵送で通知するとともに，

受講者については受講案内等，関係書類を送付します。なお，電話による可否の問

い合わせには応じません。 

 

 

６．受講手続き 

合格者は，受講案内に従い，令和３年８月２５日(水)から令和３年９月６日(月)

までに，受講料１０,０００円を払い込み，関係書類を郵送してください。 

 

 

７．個人情報の取扱い 

提出された申請書等に記載された氏名，性別，生年月日，住所，電話番号等の個

人情報は，愛媛大学社会連携推進機構が責任を持って管理します。 

受講終了後は，この個人情報を利用することはなく，第三者に開示することもあり

ません。 

 


